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11月 28日、空は雲ひとつなく

晴れわたり、まさに絶好の行楽日和

（研修日和？）となった。 

今回は、南支部の今年度の活動の

ひつでもある更生保護関係団体と

の交流と、組織の結束を目的とし実

施。参加いただいたのは、更生保護

女性会第 5・第 6 分会の会員と、

南支部のＯＢ、更には保護司の伴侶

ら総勢27名でした。 

午前８時 30 分集合場所の紀三

井寺はやしを出発。最初の見学地・

奈良少年刑務所へ西名阪路を快適

に走る。車中では会話も弾み、和気

あいあい。勿論、ビデオによる研修

もきちんと実施しました。 

 

予定どおりの時間に「奈良少年刑

務所」へ到着。ご存じのように現在

は矯正施設の役目を終え、威風堂々

只静かに佇んでいるだけ。立派な鉄

扉越しに見える煉瓦造りの建物と

手入れの行き届いた玄関前のアプ

ローチはまるで宮殿のよう。ホテル

として転用されるとの話に、「なる

ほど」と納得がいった。 

その後、東大寺大仏殿の見学へ。

外国人旅行者の多さに圧倒され、日

本語で喋るのに気が引けそうにな

った。すっかり色づいた紅葉も楽し

み、「神鹿」にも挨拶をしたが､か

つて来た古都の風情が失われて、何

だか落ち着かなかったのは、小生一

人ではなかったろう・・・。 

昼食は、楽しみだった割烹「東吉」 

で、皆さん大満足。その後、ショッ

ピングに「なら和み館」へ。 

更に江戸時代の町並みが保存さ

れている「今井町」に。住民は此処

で日常生活を営んでいるのだが、実

に良く往事の姿が保存されている。 

また、明治36年に建造され現在

「今井まちなみ交流センター華甍

（はないらか）」として、町の歴史

資料館なっている県指定文化財の

和洋風の優美な建物は、必見の価値

がある。ぜひもう一度ゆっくりここ

に来てみたいと、夢中でシャッター

を押しまくった。後ろ髪を引かれる

思いで再びバスに・・・。 

帰路は［京奈和道］をまっしぐら。

午後5時４0分には、無事出発地

点へ到着。それぞれが沢山のお土産

を抱えて家路を急いだ。（奥田・記） 

 

 

 

 

 
 
 

▲優美な佇まいの 

「今井まちなみ交流センター華甍」 

 

更女の皆さまと 
晩秋の古都奈良を 

楽しんできました
11 月 28 日（火） 

旧・奈良少年刑務所・他 

 

サポートセンター和歌山の年末・年始の開設予定 

 

 

長い間本当にご苦労さでした 
 

 

お 名 前 ふ り が な 委嘱年月日 従 事 年 数 支 部 名 

北口  勲 きたぐち いさお Ｈ０７．１１．１６ ２２年 和歌山南 

西谷 由利子 にしたに ゆりこ Ｈ１７．１１．１６ １２年 和歌山東 

林 多恵子 はやし たえこ Ｈ１９．１１．１６ １０年 和歌山東 

上田 誠二 うえだ せいじ Ｈ２３．１１．０９ ６年 和歌山東 

 

▲宮殿？いいえ 旧・奈良少年刑務所 

旧奈良少年刑務所 
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新年会にも 
大勢参加してね  

待ってるﾖ！ 

参加してね 待ってるよ 

 


